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金星の見え方と太陽，地球との
位置関係に関する学習の工夫

－球体モデルとホワイトボードを活用して－

中学校で学習する「金星」の満ち欠けでは，モデルや教科書の図を基に金星の見え方と，

太陽，地球との位置関係を理解させている。本稿では金星，太陽，地球の位置関係を生徒が

探究できる球体モデルとホワイトボードを使った学習について紹介する。また，この学習を

「月の位置や形と太陽の位置関係」に関する学習に応用するときの留意点も紹介する。
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１ 金星の見え方と太陽，地球との位置関係

に関する学習の課題

現行学習指導要領（平成20年）に引き続き，

新学習指導要領（平成29年）においても，中

学校第３学年で「金星の運動と見え方」につ

いて学習する。

現在使用されている教科書に掲載されてい

る確認問題には，図１のように金星の見え方

と，金星と地球，太陽の位置関係に関する問

題がある。

金星の見え方については，写真１のように

発泡スチロールなどを使った球体のモデルと

電灯を使った実験を行い，見え方を実際に確

認することが多い。そのため，「金星の見え

方は，太陽の光の当たり具合で決まる」こと

は，概ね理解できて

いると考えられる。

しかし，図２に示

すとおり，教科書に

示された金星の見え

方と天体の位置関係

を表す図を暗記して理解しようとする生徒が

多いため，金星の見え方と金星と地球，太陽

の位置関係（以下「天体の位置関係」と表

す）を深く理解できている生徒は少ないと思

われる。

そこで，図３に示すとおり，金星の見え方
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写真１ 球体モデルと電
灯による金星の見
え方

図２ 今までの学習イメージ
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図３ 紹介する学習のイメージ

図１ 中学校の教科書に掲載された確認問題

※ 『新編新しい科学３』東京書籍 P.227から抜粋



を確認し，モデルとホワイトボードを使った

モデル実験を行い，天体の位置関係を見いだ

していく学習方法を紹介する。

２ 金星の見え方とその理由の確認

光の当たり具合によって金星の光って見え

る部分の形が変わることを確認する。

(1) 準備するもの

ア 満ち欠けをした金星の写真や動画

イ 金星の球体モデル

写真３の発泡スチロール球の表面につや消

しの塗料（黄色やクリア）を塗ることで，影

をはっきりと作ることができる。

ウ 太陽モデル（球形の電灯）

あまり強い光を出さず，太陽の形をイメー

ジしやすい球形をした10Ｗ程度の白熱球がよ

い。白熱球がない場合は球形の蛍光灯やLED

でもよい。

(2) 確認内容

① 太陽など自分で光を出す星（恒星）と恒

星からの光を反射して光る星（金星）との

違いを確認する。

② 金星は，見る時期によって形が変わるこ

とを写真２のような写真や動画などを見て

確認する。

③ 写真１のように，球体モデルに光が当た

写真２ ２種類の金星の写真
※ 撮影場所は共に鹿児島市

同じ場所で撮影されたもので，撮
影日時が異なるものが望ましい。

写真３ 球体モデルと電灯

ることで，球体が光って見えることを確認

する。

④ 球体モデルを見る位置を変えることに

よって，金星の光って見える部分の形が変

わることを確認する。

３ 球体モデルとホワイトボードを活用した

モデル実験

大型モデルを使って金星の形と天体の位置

関係を確認し，モデルとホワイトボードを

使ってその様子を再現する。

(1) 準備するもの

ア モデル実験で確認する金星の図又は

写真（図４）

図４ モデル実験で確認する金星の図の例

※ＰＣソフト「ステラナビゲーター」使用

イ 大型金星モデル（班が合同で使用）

生徒が体感できるように，比較的大きな直

径30cm以上の大型発泡スチロール球などを

使って作成する大型モデルである。写真４の

ように，発泡スチロール球の影になる部分を

黒く塗る。

ウ 大型太陽モデル（班が合同で使用）

2018年６月９日 2018年８月18日 2018年９月21日
17時の金星 17時の金星 17時の金星

2018年12月２日 2019年１月６日 2019年３月21日
５時の金星 ５時の金星 ５時の金星

写真４ 大型金星モデルと大型太
陽モデル



大型金星モデルと同じように，大型発泡ス

チロール球を使って作成するモデル（写真

４）である。

このモデルは，イメージしやすい黄色や赤

色などの塗料で塗られている。

エ 金星モデル，太陽モデル，地球モデ

ル（班や個人で使用）

直径３～５cmの発泡スチロール球を使って

作成するモデルである。

(ｱ) 金星モデル，太陽モデル

共に大型モデルと同じように着色する。

また，ホワイトボードに貼り付けられるよ

うに，南極に当たるところを少し削り，板磁

石を取り付ける。

(ｲ) 地球モデル

地球モデルには，写真５のように虫ピンで

「観測者の位置」と「北極」を示す。

また，観測者から見

た方位と地平線が確認

できる厚紙を貼り付け

てある。

さらに，地球モデル

にも金星モデルと同じように板磁石を付ける。

発泡スチロール球の

数が十分に準備できな

い場合は，写真６のよ

うに球を半分に切り，

切断面に板磁石を貼り

付けて使用してもよい。

オ ホワイトボード

エを貼り付けるために，班ごとに使用する

もの。Ａ２サイズ程度のものが使いやすい。

(2) 実験内容

① 確認する金星の形を図又は写真（図４ａ

～ｆ）で把握する。

② 設置された大型金星モデル（写真４）を

見ながら，どの位置から見ると図４のよう

な金星の形になるか，教室内を移動して確

認する。このとき，「自分＝地球」である

ことを生徒にしっかりと意識させておく。

写真６ 半球の地球モ
デル

写真５ 地球モデル

③ 図５のように，地球モデルと太陽モデル

を固定したホワイトボードに，②で確認し

た地球の位置を参考にして，金星モデルを

貼り付ける。

④ 地球モデルの位置

から写真７のように

①，②で確認した金

星の形になっている

か確認する。

⑤ ①～④を繰り返し

写真８のように天体の位置関係を表すモデ

ルを完成させる。なお，写真８のａ～ｆは

図４に対応している。

４ 金星の見え方と天体の位置関係を表す図

の作成

写真８ 天体の位置関係を表すモデ
ルとホワイトボード

写真７ 地球モデルか
ら確認した金星
の様子の例

図５ ホワイトボードに貼り付けた金星
モデル，地球モデル，太陽モデルの
イメージ

図６ 天体の位置関係を表す図



３で完成した天体の位置関係を表すモデル

を基に図６のような金星の見え方と天体の位

置関係を表す図を作成する。なお，図６のａ

～ｆは図４に対応している。

図６のように，その形が見える日付を記入

すれば，金星の公転方向や公転周期に気付く

こともできる。

５ 天体の位置関係を表すモデルで確認でき

ること

中学校第３学年で学習する金星については

満ち欠けの形だけでなく，見かけの大きさ，

見える時間帯，見える方角について学習する。

これらの内容も，天体の位置関係を表すモ

デルを使って確認することができる。

写真９のよう

に，モデルを貼

り付けたホワイ

トボードは自由

に動かすことが

できるため，写

真10のように生

徒に地球モデル

にある観測者の

位置を近づける

ことができる。

そのため，写真

10，11のように

金星の見かけの

大きさの比較や

時間帯，見える

方角を確認する

ことができる。

以上のような

学習を行うこと

で，生徒が天体

の位置関係を探究できる授業を展開し，金星

の見え方と天体の位置関係を深く理解できる

と考える。

写真11 観測者の視点から見た
金星の様子

写真９ モデルを貼り付けたホ
ワイトボード

写真10 金星の様子を確認する
学習者（観測者）

６ 月の見え方と太陽，地球との位置関係に

関する学習への応用する際の留意点

紹介した学習方法は，金星を月に置き換え

ることで，小学校第６学年や中学校第３学年

で学習する「月の見え方と太陽，地球との位

置関係に関する学習」へ適応することができ

る。その際の留意点は次のとおりである。

○ 平行な太陽の光について

月の学習では太陽モデルを用いず，写真12，

13のように平行な太陽の光をイメージさせる。

これは，太陽と地球との距離が月の公転軌道

の直径に対してかなり長いためである。

以上のようなモデル等を活用することで，

児童生徒が天体の位置関係を探究できる授業

を展開し，月や金星の見え方と天体の位置関

係をしっかりと理解できると考える。

（教科教育研修課 内 祥一郎）

写真12 大型月モデルに対する太陽
の光の方向
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